
優先評価化学物質の分解性の判定 

 

判定結果 良分解性 

優先評価化学物質
通し番号 

１ 

判定対象物質名称 二硫化炭素 

物質名称 構造式等 名 称：二硫化炭素（官報公示整理番号 1-172：CAS 75-15-0） 

分子量：76.14 

分子式：CS2 

 

 

 

分解性評価 

 

本物質は、①、②の知見により、化審法上分解性について難分解性判定となってい

る。本物質は揮発性のある物質であり、その物性を考慮した③に示す新たな知見を

得たことから良分解性と判定する。 

① 既存点検試験結果(1975) 

化審法 TG (GLP)に基づき、分解度が酸素消費量による結果が 59.1 %、

TOC計では 0 %、吸光光度計では 39.0 %であった。水系での試料の残留が

著しく少なく 2 週間の試験中で揮散したものと思われる。 

② 既存点検試験結果(1987) 

化審法 TG (GLP)に基づき、28日間の GC法分解率は 0 ～ 5 %であった。

被験物質はソーダライムと反応吸収するものと考えられ、ソーダライムを用いる閉
鎖系酸素消費量測定装置による BOD の測定は不可能であると判断し、GC

法を用いたとの考察がある。 

③ REACH登録情報 (ECHA)では、OECD TG 301 D (GLP)クローズドボトル

法に基づき、80 %以上(BOD/ThOD)が 1週間で達成された 1（添付１）こと

から「二硫化炭素は 28日間の処理において 80 %以上の生分解を受けた」と

結論し、信頼性１（制限なし）をもって易分解性と判定している。 
この 301 D試験では、被験物質濃度が 5mgDOC/L と既存点検試験時の

100mg/L に比べ低濃度である（添付２）。二硫化炭素は、土壌消毒剤とし

てバクテリアに対して毒性を示すことから高濃度での微生物分解は期待できず 2、

301 D 試験の方がより妥当と考えられる。 

登録情報には、「Study was performed as a guideline study with 

some slight modifications to compensate for the volatility of the 

compound under GLP」との記述があったので、元データである研究レポートを

入手し検討したところ、二硫化炭素は易分解性であると確認できた。 

④ 新規化学物質の分解度試験判定において、硫化物が残留した際は既知見イオ

ンである硫酸イオンに収束するとしていることから、二硫化炭素についてもこの考え

方を踏襲する。 
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分解性試験基礎情報比較表 

 ３０１D:REACH登録情報 (ECHA) ３０１C:既存点検試験結果
(1987) 

植種源 活性汚泥 活性汚泥 
被験物質純度 99.9%以上 98% 
被験物質濃度 ca.5mgDOC/L 100mg/L 
植種源濃度 活性汚泥（200mg乾燥重量）を 1週間

通気することにより内因性呼吸速度を低下さ
せた。 この前処理をした汚泥を 2mg乾燥重
量/ L に希釈し、試験に用いた。 

30mg/L 

分解指標 酸素消費量 GC法 

 


